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1
学習交流

患
者
の
権
利
確
立
へ

臨
調
答
申
・
身
障
法
を
学
習

　

令
心
連
は
八
リ
ト
八
‐
と
１
～

九
日
の
両
口
、
厠
丿
回
ツ
例
童
流
会

を
砥
村
山
市
に
あ
る
国
立
多
磨
全
十

園
の
患
乙
自
治
会
・
中
央
集
会
所
で

開
き
ま
し
侃

　

一
‐
‐
の
講
瓜
・
討
論
は
。
臨
調

植
木
答
巾
と
患
鳶
の
吹
療
・
福
祉
に

つ
い
て
”
駆
師
は
肖
川
令
忠
連
事
務

局
次
良
二
百
日
は
。
身
体
障
害
者

福
祉
市
議
介
谷
申
と
法
改
。
爪
に
む
け

て
”
を
八
－
マ
に
児
島
応
剔
。
Ｌ
‐
本

福
祉
大
学
教
授
の
講
演
を
聴
き
、
・
賢

児鳥教授の講演日目、２
熱心にメモをとる参加者、

疑
討
綸
を
深
め
ま
し
た

　

医
療
・
福
祉
に
緞
牲
を
お
し
つ
け

る
臨
調
路
線
と
、
来
Ｉ
、
改
正
が
‐

定
ｊ
れ
て
い
る
身
障
法
へ
の
高
い
関

心
を
浸
映
し
、
征
火
の
規
模
を
は
る

か
に
越
え
る
凩
大
の
Ｉ
Ｊ
‥
交
流
会
と

な
り
ま
し
べ

　

参
加
者
総
数
は
、
九
団
体
一
六
－

九
人
。
企
患
連
各
団
休
の
ほ
か
屯
村
・

山
口
思
連
や
東
村
山
コ
Ｕ
Ｔ
剛
川

一

所
か
ら
も
三
十
数
人
の
仲
間
が
参
・
川

し
ま
し
ぺ

　

。
患
跨
の
末
火
を
築
く
心
糾
形
成
一

に
結
実
を
’
と
．
艮
（
お
さ
）
全
患
迪
一

代
表
幹
事
が
開
会
あ
い
さ
句
会
嚇
’
．

を
提
供
し
た
全
患
臨
・
松
本
忠
言
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お
も
な
記
事
』

社
会
保
障
は
権
利
で
あ
る

　
　

第
１
０
回
学
習
交
流
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

運
動
の
交
流
広
場
…
…
…
…
…
…

　
　

心
臓
病
・
全
腎
協
・
全
患
協

帰
一
一
回
一
1
1
1
4

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

臨
調
・
基
本
答
申
（
要
旨
）
・
・
・

Φ
Φ
Ｉ
Φ
巻
一
巻
Φ
６

5
8
年
度
厚
生
省
予
算
概
算
要
求
…
…
…
…
…
…
…

読
者
の
た
よ
り

７

「
高
齢
化
社
今
：
」
を
読
ん
で
…
…
…
…
…
…
…
８

夕MXい

手
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．
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’
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・
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．
り

　

「
上
乗
せ
福
祉
」

都
道
府
県
、
区
市
町
村
な
ど
他
方
自
治
体
が
、
国
の
制
度
を
さ
ら

｛
に
拡
大
・
充
…
犬
さ
せ
て
実
施
す
る
I
£
s
ｓ
　
政
策
を
さ
し
て
い
胞
さ
き

部
長
は
ど
の
集
余
所
は
心
も
心
治
こ
の
臨
調
の
芥
巾
で
は
、
こ
う
し
た
他
方
自
治
休
の
独
自
棄
策
を
抑
制

会
の
資
必
で
建
て
た
も
の
。
患
者
運

動
の
拠
点
に
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

参
加
若
の
共
感
に
り
ま
れ
ま
し
侃

　

こ
‐
間
の
講
演
七
討
綸
を
通
じ
参

川
所
は
の
臨
調
答
申
の
μ
体
化
阻
庄

へ
の
運
動
強
化
②
患
肴
・
障
Ｉ
乙
の

権
利
を
ト
分
に
保
障
す
る
身
障
び
改

。
庄
へ
の
決
心
を
新
た
に
、
ツ
習
交
流

会
を
終
了
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事

２
・
５
面
）
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１
る
方
向
を
強
め
、
「
Ｌ
粟
せ
Ｍ
声
は
涙
厦
し
た
に
ｔ
直
し
を
い
心

急
卜
行
う
よ
う
求
め
て
い
る
し
厚
生
省
も
、
こ
う
し
た
臨
・
調
方
針
ｙ

に
乗
っ
て
、
先
に
成
心
し
た
。
老
人
保
健
法
」
に
も
と
づ
く
東
Ｉ
二

川
か
ら
の
医
療
費
有
料
化
実
施
に
先
一
つ
て
、
。
一
ト
七
都
道
府
県
が

¨･･･ゆ

－
実
施
し
て
い
る
閥
の
制
度
よ
り
拡
充
さ
れ
た
政
人
仄
療
制
庭
を
国
の
ら

｝
水
準
に
下
げ
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
東
京
都
で
は
Ｉ
八
士
五
歳
の
年
｛

'¨I･･JI･‘'･･||･,4.

齢
は
馴
凡
置
く
が
。
部
負
担
は
国
～
み
、
の
方
針
を
出
し
て
い
る
。
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と
く
ち
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学習交流会で改めて確信

幸
福
へ
の
扉
閉
ざ
す

軍
拡
・
臨
調
路
線
と
古
川
氏

　

開
会
は
十
四
時
ト
五
分
。
長
（
お

さ
）
全
患
連
代
表
幹
事
の
開
会
あ
い

さ
つ
と
全
患
協
松
本
多
磨
支
部
長
の

歓
迎
あ
い
さ
つ
。
そ
の
あ
と
Ｉ
七
時

す
ぎ
ま
で
古
川
令
息
連
事
務
局
次
長

（
日
患
同
盟
剛
会
長
）
が
、
「
第
。
一

臨
調
・
基
本
答
申
と
忠
者
の
医
療
・

福
祉
」
に
つ
い
て
、
約
＝
蒔
間
、
講

演
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
質
疑
・
討
論

の
後
、
十
七
時
四
ト
分
に
一
日
日
の

学
習
交
流
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

古
川
事
務
局
次
長
の
講
演
は
、
の

は
じ
め
に
②
第
二
臨
調
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
⑤
第
二
臨
調
の
性
格
と
ね

ら
い
、
各
界
の
ａ
応
㈹
八
十
八
化
度

予
質
編
成
の
基
本
方
針
⑤
医
療
・
Ｍ

祉
へ
の
攻
零
と
厚
生
竹
の
姿
勢
⑥
臨

調
答
申
の
具
体
化
の
方
法
⑦
第
二
臨

調
答
申
の
具
体
化
阻
止
へ
の
展
留
と

全
患
連
の
姿
勢
－
以
上
七
つ
の
章
に

分
け
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
途
中

二
回
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
古
川
事

務
局
次
長
の
話
は
っ
づ
け
ら
れ
ま
し

i
>
'
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、

メ
モ
を
と
り
、
録
音
を
と
っ
て
い
る

人
も
何
人
か
い
ま
し
た
。

　

講
演
要
旨
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の

点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　

◇

　

第
二
臨
調
は
、
総
理
府
の
。
諮
問

機
関
に
す
ぎ
な
い
。
国
会
を
無
視
し

て
。
参
政
権
の
及
ば
ぬ
Ｉ
法
府
”
の

感
さ
え
あ
る
、
と
問
題
指
摘
を
お
こ

な
い
、
第
二
臨
調
発
足
に
至
っ
た
政

治
・
経
済
の
背
景
を
述
べ
ま
し
た
。

い
て
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
論
づ
く
り
の
標
語
募
集
は
二
ヵ

月
に
三
万
通
が
集
ま
り
①
行
革
は
国

も
地
方
も
待
つ
た
な
し
②
行
革
の
痛

み
を
越
え
て
呑
が
来
る
⑤
今
日
の
行

依
、
明
日
の
繁
栄
な
ど
と
宣
伝
が
強

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
貞
の
民

主
的
行
革
を
望
む
国
民
の
感
覚
と
は

か
け
離
れ
て
い
る
、
と
批
判
。

　

ま
た
、
臨
調
答
申
は
、
社
会
保
障

を
受
恵
的
な
観
点
で
描
き
出
し
て
い

る
、
と
述
べ
、
憲
法
で
保
障
し
て
い

る
権
利
を
踏
み
に
し
ろ
う
と
し
て
い

る
違
憲
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
ト
八
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、

原
則
マ
イ
ナ
ス
五
靫
シ
ー
リ
ン
グ
を

閣
議
決
定
。
八
月
二
十
七
日
に
発
衣

さ
れ
た
厚
乍
省
概
算
要
求
（
丁
七

朽
増
）
に
つ
い
て
、
古
川
事
務
局
次

長
は
、
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
の
拠
出
制
国
民
年
金
等
の
ア

ッ
プ
は
計
上
し
て
い
な
い
②
財
政
投

融
資
概
算
要
求
の
伸
び
は
丁
六
‐

に
す
ぎ
ず
、
国
立
病
院
等
の
特
別
会

計
制
に
波
及
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

「
社
会
保
障
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
た
権
利
で
あ
り
、
国
の
経
済
事
情

に
左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
政

府
は
五
十
五
Ｉ
度
ま
で
は
言
っ
て
き

た
が
、
五
十
六
年
度
か
ら
は
、
極
限

ま
で
削
減
・
合
理
化
す
る
方
針
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
人
の
生

命
を
切
り
縮
め
る
こ
と
へ
の
加
担
で

あ
る
」
と
古
川
事
務
局
次
長
は
強
調

し
ま
し
た
。

　

古
川
事
務
局
次
長
は
、
こ
の
ほ
か

軍
拡
臨
調
路
線
に
つ
い
て
の
批
判
も

お
こ
な
い
、
１
　
灯
政
改
革
」
は
患
者

・
障
害
者
の
生
き
る
権
利
に
敵
対
す

る
、
と
述
べ
、
国
民
の
幸
福
の
前
途

に
扉
を
閉
ざ
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
、
と
話
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
・
質
疑
討
論
。
答
申
で
い

う
吊
核
的
機
能
の
明
確
化
”
は
国

立
医
療
機
関
の
整
理
合
理
化
の
尺
度

に
使
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
な
ど

活
発
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

夕
食
と
交
流
会
に
3
1
人

　

一
日
目
の
夜
は
、
園
内
の
北
側
・

運
動
場
に
近
い
厚
Ｉ
公
飢
で
、
夕
食

東
村
山
身
患
連
の
紹
介

　

第
十
川
学
習
交
流
会
に
参
加
し
た

東
村
山
市
身
体
障
実
者
・
患
者
連
絡

協
議
会
（
略
称
、
東
村
山
身
忠
連
・

構
成
七
団
烋
千
四
百
人
・
代
表
平

沢
保
治
氏
）
は
一
九
七
一
年
四
月
に

発
足
。
び
と
り
の
悩
み
、
茜
し
み

　

行
革
推
進
の
た
め
の
の
世
論
づ
く
も
み
ん
な
の
も
の
と
し
、
み
ん
な
で

り
②
マ
ス
コ
ミ
へ
の
働
き
か
け
⑤
労
解
決
に
当
た
る
乙
こ
と
を
坊
本
姿
勢

働
糾
介
へ
の
介
人
の
状
況
な
ど
に
つ
に
運
動
し
て
い
ま
す
。
構
成
七
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

東
村
山
快
復
昔
の
会
・
狭
山
会
＝

東
京
白
４
　
字
病
院
患
者
会
・
保
友
会

＝
保
生
園
病
院
患
者
会
・
み
ど
り
会

＝
緑
風
荘
病
院
患
折
会
・
東
京
コ
ロ

ー
ア
東
村
山
印
刷
所
授
産
生
会
・
国

叱
多
磨
全
生
園
人
園
者
自
冶
会
・
東

村
山
身
障
者
の
会
。

交
流
会
。
三
１
　
一
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
十
八
時
す
ぎ
開
会
。

　

飲
物
は
、
カ
ン
パ
の
ビ
ー
ル
。
乾

杯
の
あ
と
簡
単
な
自
己
紹
介
。
初
対

面
同
士
が
笑
顔
を
交
わ
す
。
出
前
の

天
丼
を
食
べ
な
が
ら
、
臨
調
の
こ
と

・
生
活
の
こ
と
・
自
己
紹
介
の
補
・
足

な
ど
を
語
り
あ
い
、
交
流
を
ふ
か
め

ま
し
た
。
一
時
間
半
ほ
ど
で
散
会
。

　

園
内
に
は
、
二
棟
の
面
会
人
宿
泊

施
設
が
あ
り
。
建
築
費
の
三
分
の
一

は
入
所
者
が
出
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
の
う
ち
卜
三
人
は
、
そ
こ

計
七
団
体
で
二
日
‐
の
朝
を
迎
え
ま
し
Ｉ
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全
患
連
第
十
回
学
習
交
流
会
の
二

日
目
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三

十
分
ま
で
、
日
本
福
祉
大
学
教
授
児

島
美
都
子
先
生
の
講
演
「
身
体
障
害

者
福
祉
審
議
会
答
申
と
法
改
正
に
む

け
て
」
を
聞
き
、
そ
の
後
十
二
時
す

ぎ
ま
で
質
疑
応
答
と
い
う
形
で
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

児
島
先
生
の
講
演
は
、
①
日
本
の

身
体
障
害
者
福
祉
行
政
卜
身
体
障

害
者
福
祉
法
制
定
の
歴
史
、
意
味
、

そ
の
後
の
変
化
、
現
状
②
身
体
障
害

者
福
祉
審
議
会
答
申
の
中
身
③
今
後

の
問
題
。
以
上
の
三
点
を
柱
と
し
て
、

外
国
の
施
策
と
の
比
較
を
交
え
な
が

ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
二
回
の
休
憩
を
は
さ
み
二
時

間
半
に
及
ぶ
も
の
で
し
た
が
、
会
場

を
埋
め
た
参
加
者
は
、
終
始
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

身
障
法
制
定
ま
で
の

　

歴
史
と
法
の
問
題
点

　

児
島
先
生
は
、
日
本
の
障
害
者
福

祉
行
政
の
歴
史
に
つ
い
て
「
古
代
社

会
に
お
い
て
は
、
生
産
力
が
低
い
障

害
者
は
共
倒
れ
を
防
ぐ
た
め
に
野
山

害
者
福
祉
法
』
へ

権
利
を
明
確
に
し
た
法
改
正
め
ざ
し
て

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
仏
教
が
入
っ

て
き
て
か
ら
は
救
済
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
が
出
て
き
た
が
、
そ
れ
は
信

仰
を
通
じ
て
精
神
的
に
救
う
と
い
う

も
の
で
し
か
な
く
、
高
僧
や
天
皇
家

に
盲
人
が
い
た
こ
と
か
ら
、
盲
人
保

護
の
芽
生
え
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な

い
。
封
建
時
代
の
後
期
、
徳
川
時
代

に
入
る
と
、
当
時
の
医
簾
（
三
療
・

く
す
り
）
は
盲
人
が
握
り
権
力
と
結

び
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
盲
人
保

護
（
結
社
の
自
由
・
貸
付
金
や
職
業

訓
練
な
ど
）
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
徳
川

時
代
の
盲
人
保
護
は
打
ち
き
ら
れ
、

救
貧
対
策
と
し
て
明
治
十
七
年
に
恂

救
規
則
が
作
ら
れ
た
。
軍
人
障
害
者

だ
け
は
特
別
扱
い
を
さ
れ
た
」
と
、

社
会
経
済
体
制
と
関
連
づ
け
な
が
ら

述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
戦
後
、
「
す
べ
て
の
軍
国

的
施
策
が
否
定
さ
れ
、
軍
人
障
害
者

対
策
も
打
ち
き
ら
れ
た
。
そ
の
た
め

傷
夷
軍
人
の
運
動
に
よ
っ
て
出
来
だ

の
が
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和

二
十
五
年
五
月
施
行
）
で
あ
っ
た
」

と
身
障
法
成
立
過
程
を
説
明
。
「
一

児島先生
のお話し

応
、
国
民
全
体
を
対
象
と
し
た
国
に
い
る
Ｉ
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

よ
る
施
策
が
初
め
て
出
来
た
、
と
い

う
意
味
で
は
、
画
期
的
な
も
の
と
。
言

え
る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
身
体
障
害
者
福
祉

法
の
成
立
当
時
の
問
題
点
と
し
て
、

①
対
象
が
狭
い
②
生
活
・
雇
用
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

⑤
重
度
障
害
者
を
除
外
し
て
い
た
、

と
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
、

呼
吸
器
・
心
臓
・
腎
臓
の
内
部
障
害

が
加
え
ら
れ
、
重
度
対
策
が
加
え
ら

れ
て
い
っ
た
こ
と
や
、
関
連
施
策
と

し
て
、
年
金
・
雇
用
促
進
法
・
精
神

薄
弱
者
福
祉
法
な
ど
が
作
ら
れ
て
い

っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
現
在
の
日
本
の
身

体
障
害
者
対
策
の
問
題
点
と
し
て
、

①
精
神
薄
弱
者
、
一
部
を
除
く
内
部

障
害
者
、
難
病
者
な
ど
ハ
ン
デ
。
キ

ャ
ッ
プ
の
あ
る
人
が
洩
れ
て
い
る
。

　

「
永
続
的
・
固
定
的
」
と
い
う
身
障

者
の
定
義
が
問
題
②
生
活
で
き
る
年

金
に
な
っ
て
い
な
い
。
雇
用
率
の
低

い
雇
用
促
進
法
が
あ
る
だ
け
で
、
保

護
雇
用
制
度
が
な
い
③
重
度
障
害
者

対
策
の
低
さ
、
在
宅
ケ
ア
も
遅
れ
て

　

身
障
福
祉
審
の
答
申

　

身
体
障
害
者
福
祉
審
議
会
答
申
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
に
出

さ
れ
た
中
間
答
申
と
も
対
比
し
な
が

ら
、
結
語
・
前
文
を
中
心
に
各
章
を

追
っ
て
説
明
。
臨
調
方
針
と
の
か
ら

み
で
、
あ
い
ま
い
な
文
章
の
中
に
か

く
さ
れ
て
い
る
福
祉
後
退
に
つ
な
が

る
箇
所
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
「
全
体
と
し
て
身
体
障
害
者
福

祉
法
と
い
う
枠
の
中
で
は
限
界
が
あ

る
が
経
会
的
不
利
”
の
考
え
方
で

貫
ぬ
か
れ
て
い
な
い
。
理
念
的
に
は

国
際
年
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
中

身
は
そ
こ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。
多

少
の
改
善
は
あ
る
が
今
後
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。
答
申
が
か
く
れ
み
の

に
な
る
危
険
性
も
あ
る
」
。
さ
ら
に

答
申
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
問
題
と

し
て
、
正
し
い
実
態
の
必
要
を
、
イ

ギ
リ
ー
ス
の
サ
。
チ
ャ
ー
政
権
の
障
害

者
福
祉
力
″
ト
政
策
（
障
害
者
数
を

低
く
見
禎
る
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
実

賢
目
減
り
、
分
断
政
策
、
心
の
問
題

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
、
対
人
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
）
や
、
日
本
の
身
体

障
害
者
調
査
の
問
題
点
を
あ
げ
な
が

ら
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
問
題
点

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
問
題
と
し
て

次
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
①
検

討
が
必
要
と
い
う
箇
所
が
随
所
に
み

ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
具

体
化
す
る
の
か
は
っ
き
り
さ
せ
る
。

具
体
的
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
②
所
得
保
障
、
雇
用
保
障
に
つ

い
て
、
権
利
を
明
確
に
し
て
い
く
こ

と
。
⑤
重
度
障
害
者
対
策
を
、
中
身

と
し
て
具
体
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

④
難
病
、
慢
性
病
の
問
題
に
つ
い
て

現
在
で
も
療
養
し
な
が
ら
身
障
手
幔

を
う
け
て
い
る
人
が
い
る
の
で
、
あ

い
ま
い
に
し
な
い
よ
う
に
。
⑤
身
体

障
害
者
福
祉
法
の
枠
内
で
考
え
る
の

で
は
な
く
障
害
者
福
祉
法
の
視
点

で
、
提
案
を
持
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
審
議
会
等
の
民
主
化
も
必
要
。

　

児
島
先
生
の
講
演
の
あ
と
、
出
さ

れ
た
質
問
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

▽
精
神
障
害
者
が
含
め
ら
れ
な
か

っ
た
特
別
な
理
由
は
？
Ｌ
ぷ
く
わ

か
ら
な
い
。
国
際
的
に
は
含
め
る
方

向
だ
し
、
障
害
の
重
複
化
、
複
雑
化

老
齢
化
を
考
え
る
と
含
め
る
べ
き
。

し
か
し
精
神
の
患
者
家
族
関
保
者
の

中
に
は
、
治
る
可
能
性
の
あ
る
病
人

と
の
と
ら
え
方
や
障
害
者
扱
い
を
さ

れ
た
く
な
い
な
ど
の
考
え
方
が
あ
る

よ
う
だ
。
当
事
者
の
考
え
方
を
尊
重

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

▽
国
立
療
養
所
の
中
に
呼
吸
器
障

害
者
の
収
容
授
産
施
設
を
作
る
運
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
結
核
予
防
法

の
延
長
線
上
の
も
の
と
と
ら
え
る
べ

き
か
、
身
障
法
の
９
護
施
設
と
と
ら

え
る
べ
き
か
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
の
関
わ
り
で
助
言
を
。
―
一

般
的
に
は
障
害
別
に
分
け
な
い
方
が

良
い
と
思
う
。
特
別
な
ケ
ア
が
必
要

な
場
合
は
止
む
を
得
な
い
の
で
は
。

福
祉
体
系
の
見
直
し
も
あ
る
の
で
皆

さ
ん
方
で
考
え
合
っ
て
み
て
は
。

　

▽
臨
調
で
い
わ
れ
て
い
る
福
祉
社

会
と
福
祉
国
家
の
通
い
を
。
－
福

祉
国
家
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
。
一

般
に
は
ス
エ
ー
デ
ン
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
が
、
年
金
・
雇
用
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
権
利
と
し
て
国
や
自
冶

体
の
責
任
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。
臨

調
で
い
う
福
祉
は
福
祉
で
は
な
い
。

相
互
扶
助
で
あ
り
慈
善
で
あ
り
、
明

冶
の
恰
救
規
則
の
レ
ベ
ル
の
も
の
。

　

▽
身
障
手
帳
に
五
年
の
有
効
期
限

を
設
け
よ
う
と
の
点
に
つ
い
て
は
？

ト
よ
く
も
悪
く
も
使
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
五
年
が
良
い
か
ど
う
か
も

問
題
。
期
限
が
切
れ
る
と
無
効
に
な

る
危
険
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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ふ
れ
あ
い
・
語
ら
い

安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き

　
　

心
友
会
が
全
国
交
流
会

　

全
国
心
臓
病
の
ｆ
供
を
守
る
余
の

心
臓
病
者
本
人
で
組
織
し
て
い
る
全

国
心
臓
病
老
友
の
会
（
略
称
・
心
友

会
）
の
第
４
　
五
川
全
閥
交
流
余
が
、

七
月
ニ
ト
四
‐
か
ら
三
［
間
。
愛
媛

県
松
山
の
酒
砥
温
泉
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
ま
き
の
｀
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

心
臓
病
患
者
は
、
そ
の
症
状
に
よ

り
手
術
で
き
な
い
人
も
あ
り
、
手
術

後
も
就
職
、
結
婚
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
社

会
Ｉ
活
と
何
ら
か
の
ハ
ン
デ
″
を
背

負
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
全
岡

交
流
余
は
、
Ｉ
一
川
、
令
国
の
心
臓

病
患
若
が
集
ま
り
、
一
年
問
の
心
友

会
活
動
の
集
約
を
お
こ
な
い
、
患
＆

ど
う
し
の
親
食
を
深
め
、
は
げ
ま
し

あ
う
こ
と
を
目
的
に
各
池
の
心
友
《

も
ち
ま
わ
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
‐
の
参
加
者
は
約
七
十
名
。
一
　
　

ト
四
目
午
後
六
時
に
開
《
し
、
翌
一
。

十
五
日
夕
方
ま
で
、
白
己
紹
介
、
嘔

祉
・
医
療
・
雇
川
・
進
'
｡
"
'
-
｡
･
結
婚
の

各
分
科
会
、
令
休
《
、
次
川
開
催
他

の
選
定
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
保

存
余
の
皆
さ
ん
の
伊
戸
万
Ｉ
や
、
生

バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
「
ふ

れ
あ
い
・
語
ら
い
・
安
ら
ぎ
」
の
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
勺

　

分
科
会
で
は
、
就
職
の
際
に
心
臓

病
と
い
う
こ
と
で
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
せ
っ
か
ヽ
就
職
し
て
も
体
力

が
つ
い
て
ゆ
け
ず
に
や
め
た
例
な
ど

深
刻
な
状
況
も
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

介
体
と
し
て
、
£
s
.
｡
-
を
の
り
越
え
た

参
加
者
の
元
気
な
姿
が
目
立
ち
ま
し

た
。

　

三
日
目
は
、
地
元
の
方
々
の
案
内

で
伊
ｆ
か
す
り
会
館
や
鹿
島
、
・
Ｆ
規

堂
な
ど
を
観
光
し
、
楽
し
い
思
い
出

を
残
し
て
解
瞰
し
ま
し
た
。

急
が
れ
る
腎
臓
病

の
健
診
体
制
確
え

　
　
　

全
腎
協
調
査
で
明
確
に

　

全
腎
協
（
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡

協
俄
会
）
は
、
昨
Ｉ
が
結
成
ト
川
Ｉ

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
念
嘔

裳
の
ひ
と
つ
と
し
て
っ
人
工
透
析
患

片
・
実
態
調
Ｉ
を
今
Ｉ
二
‥
Ｊ
に
行

い
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
報
告
集
を
ま
と

め
発
衣
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
八
は
、
全
腎
協
会
い
二
万

Ｌ
千
人
の
二
剖
を
対
象
と
し
、
四
千

七
。
白
三
人
、
八
～
・
。
％
の
川
収
で

し
た
。
湖
西
は
、
患
片
の
Ｉ
齢
、
性

別
な
ど
基
礎
調
査
の
ほ
か
、
腎
臓
病

罷
児
の
き
っ
か
ロ
、
透
析
開
始
ま
で

の
経
過
、
透
析
歴
、
透
析
治
療
の
状

況
。
医
療
費
・
汪
金
問
題
、
社
余
復

ｇ
の
開
題
、
生
活
状
態
、
腎
臓
移
植

の
川
題
な
ど
四
ト
七
項
目
に
わ
た
る

も
の
で
し
た
。

　

調
査
結
囃
の
特
徴
は
、
①
健
康
診

断
に
よ
る
畔
臓
病
罷
は
の
割
合
が
ま

だ
ま
だ
低
く
、
特
に
主
舛
自
営
業

な
ど
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
②
病
父

に
よ
っ
て
退
職
、
解
雇
に
追
い
込
ま

れ
た
人
が
名
い
こ
と
⑤
腎
臓
移
植
の

希
望
者
が
半
数
近
く
も
い
る
こ
と
な

ど
で
し
た
。

　

全
腎
協
で
は
こ
の
調
査
結
凩
を
新

聞
発
表
し
、
関
係
方
面
に
配
布
し
ま

し
た
が
、
そ
の
反
響
は
大
き
く
、
お

礼
や
激
励
、
問
い
介
せ
の
手
紙
が
あ

い
つ
い
で
い
ま
す
。

　

令
腎
協
は
こ
の
調
八
結
火
に
も
と

づ
き
、
全
腎
協
が
か
ね
て
か
ら
屯
盤

し
て
い
る
腎
疾
患
総
介
対
策
の
ｕ
Ｅ
明

確
.
V
J
な
ど
を
、
厚
生
竹
な
ど
関
係
な

面
に
訴
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
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投
稿
・
通
信
大
歓
迎

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
通
信
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
療
養
体
験
、
医
療
、

福
祉
に
関
す
る
ご
意
見
、
医
療
現
場
か
ら

の
患
者
に
対
す
る
要
求
、
逆
に
医
療
従
事

者
に
対
す
る
患
者
か
ら
の
意
見
な
ど
な

ど
。
全
患
連
事
務
局
ま
で
。
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す

　

く

　

Ｉ
一
－
～
～
１
Ｊ
｀
一
四
Ｊ
Ｊ
四
‐
／
四
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　

…

ｒ

‘
’
゛
゛
↑
‘
”
’
Ｓ
２
ｙ
／
″
″
″
・
争
４
４
″
’
″
／
！
ｚ
ｚ
ｚ
ｇ
ｉ
″
・
・
参
４
今
；
ｉ
ｉ
ｚ
ｚ
ク
／
／
／
″
”
争
を
争
”
″
’
み
ぎ

訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

m
企
生
別
（
圓
な
ハ
ン
セ
ン
病

望
郷
の
想
い
遥
か

恒
例
の
納
涼
祭

　
　
　
　
　

多
磨
全
生
園
で

直
養
所
・
入
所
折
九
。
［
六
ト
人
・
職

Ｑ
三
百
四
十
人
］
で
は
八
川
十
八
～

ト
九
‐
、
恒
例
の
納
涼
祭
り
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
、
、
エ
ン
ヤ
ー
、
マ
ー

カ
セ
、
ト
ー
ン
、
ト
ー
ン
｀
夜
空
に

獣
と
か
け
声
と
樽
太
鼓
が
ひ
び
き
わ

た
り
ま
す
。
八
木
節
、
炭
坑
節
'
　
Ｓ

京
音
頭
ｅ
ｔ
ｃ
。
患
者
も
ボ
ラ
ヽ
ｙ
テ

″
ヤ
も
マ
マ
さ
ん
看
誕
婦
も
、
み
ん

な
輪
に
な
っ
て
踊
る
。
チ
ビ
″
「
」
た

ち
の
花
火
が
、
踊
り
の
合
間
を
ぬ
っ

て
は
じ
け
る
。
ね
じ
り
鉢
巻
き
の
お

μ
川
州
さ
ん
・
焼
鳥
Ｍ
さ
ん
八
日
衣

を
脱
い
だ
縮
飴
屋
さ
ん
は
大
繋
昌
で

す
、
歩
け
な
く
て
も
ｆ
が
あ
れ
ば
踊

れ
ま
す
。
巾
柚
．
ｙ
の
＆
人
た
ち
も
踊

り
の
輪
の
な
か
。
祭
り
提
灯
に
照
ら

さ
れ
て
、
巾
隨
‐
Ｆ
の
横
顔
が
、
少
女

の
よ
う
に
剛
い
て
い
ま
し
べ
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″
９
　
い
老
人
医
療
有
料
化
へ

老
人
保
健
法
が
成
立
・
県
単
事
業
抑
制
へ

　

老
人
医
療
無
料
化
制
度
を
打
ち

切
る
老
人
保
健
法
が
、
八
月
十
日

の
衆
議
院
本
会
議
で
成
立
し
ま
し

た
。

　

こ
の
老
人
保
健
法
案
は
、
昨
年

五
月
に
国
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
老
人
医
９
の
有
料
化
と
受
診

抑
制
に
反
対
す
る
強
い
世
論
も
あ

っ
て
三
国
会
、
一
年
三
ヵ
月
に
わ

た
っ
て
そ
の
成
な
が
阻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
国
会
で
も
大
幅
な

　

社
会
保
険
庁
が
八
月
二
十
三
口

に
発
表
し
た
昭
和
五
ト
六
年
度
政

府
管
掌
健
康
保
険
の
収
支
決
算
で

は
、
七
百
六
十
九
憶
円
の
大
幅
な

黒
字
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
発
表
に
よ
る
と
、
昭
和
五

十
七
年
度
予
算
編
成
で
二
百
三
十

五
億
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
四
百
八
十
四
億

円
も
上
回
っ
た
も
の
で
、
政
管
健

会
期
延
艮
も
あ
っ
て
、
公
期
末
近

く
に
な
っ
て
よ
う
や
く
成
立
し
た

も
の
で
す
。
衆
議
院
で
の
採
択
で

は
、
社
会
党
と
共
産
党
か
反
対
し

ま
し
た
。

　

同
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
来
防

二
月
か
ら
、
外
宸
の
場
合
は
一
ヵ

月
四
百
円
、
入
院
の
場
合
に
は
二

ヵ
月
間
に
限
り
一
日
三
百
円
か
徴

集
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
被
用
者
保
険
本
人
の
人
院

保
の
黒
字
は
昭
和
五
士
二
年
以
来

と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
累

徊
赤
字
も
、
当
初
見
込
ん
で
い
た

一
千
二
百
九
十
五
億
円
か
八
百
三

十
一
億
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
険
給
付
費
か
え
込

み
よ
り
も
四
百
九
十
五
億
円
も
減

っ
た
こ
と
が
大
き
く
、
社
会
保
険

庁
で
は
r
医
り
費
適
正
化
の
努
力

の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
た
た
め
」
と

み
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
通

の
場
合
に
は
一
万
瓦
千
円
が
限
度

と
さ
れ
ま
す
。

　

厚
生
省
で
は
、
こ
の
法
律
の
成

立
に
伴
い
、
祁
道
府
県
が
国
の
域

準
よ
り
緩
和
し
て
い
る
老
人
医
療

無
料
化
制
度
を
、
「
上
乗
せ
福
祉
」

と
し
て
制
限
す
る
方
向
で
す
。

訟

知
運
動
、
繋
価
基
牟
の
引
き
下
げ

な
ど
も
原
因
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
省
が
か
ね
て
か

ら
す
す
め
て
き
た
医
療
費
通
知
運

動
に
よ
っ
て
、
受
診
抑
制
が
働
い

た
こ
と
で
、
通
知
運
動
を
い
っ
そ

う
徹
底
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

政
管
健
保
7
6
9
億
円
の
黒
字
に

社
会
保
険
庁
・
5
6
年
度
の
収
支
決
算
を
発
表

高
額
療
養
費
は
二
段
階
引
上
げ

９
月
と
来
年
１
月
に
分
け
て
実
施
へ

　

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
審
議
を
続

け
て
い
た
社
会
保
険
市
議
会
は
、

八
月
十
八
口
、
「
本
年
九
月
か
ら

士
一
月
ま
で
は
四
万
五
千
円
、
来

年
一
月
か
ら
五
万
一
千
円
に
」
引

き
ｈ
げ
る
と
の
答
申
を
ま
と
め
、

　

厚
Ｉ
省
は
、
八
月
二
十
七
日
付

で
Ｕ
野
清
治
事
務
次
官
の
辞
職
を

含
む
、
局
長
、
課
長
級
の
人
事
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。
胞
な
人
事

は
次
の
と
お
り
で
す
（
力
ご

は
前
職
名
）
。

　

厚
生
事
務
次
官
・
山
下
嗅
臣
（
社

森
下
厚
乍
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
自
こ

負
担
限
度
額
は
、
現
在
三
万
九
千

円
で
す
が
、
昨
年
の
健
康
保
険
法

の
改
忠
で
こ
れ
を
亙
万
一
戸
円
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
決
り
、
同
寓

議
会
に
諮
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
引
き
ヒ
け
幅
が
大
き
い

こ
と
か
ら
審
議
会
で
も
反
対
意
見

が
強
く
、
政
府
が
予
定
し
て
い
た

会
保
険
庁
長
官
）
、
社
会
傑
険
庁

長
官
・
大
和
田
潔
（
保
険
局
長
）
、

大
臣
自
房
長
・
幸
ｍ
正
孝
（
児
童

家
庭
局
長
）
、
環
境
衛
生
局
長
・

竹
中
浩
治
（
統
計
情
報
部
長
）
、

児
童
家
庭
局
長
・
ぶ
木
営
（
大
臣

官
房
総
務
審
議
官
）
、
保
険
局
艮

・
吉
村
仁
（
大
臣
官
房
長
）
、
援

護
局
長
・
山
本
純
男
（
医
務
局
次

長
）
、
大
臣
官
房
審
議
官
（
企
画

・
年
金
担
当
）
・
古
賀
章
介
（
大

四
月
実
施
が
で
き
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

答
申
で
は
、
「
六
紐
間
据
え
置

か
れ
た
の
で
や
む
を
得
な
い
が
、

患
者
の
急
激
な
負
担
増
を
緩
和
す

る
た
め
」
と
し
て
、
二
段
階
で
の

引
き
卜
。
げ
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
は

三
万
九
不
円
、
市
町
村
民
税
非
昂

税
の
低
所
易
者
は
一
万
五
ｆ
円
の

措
置
は
据
え
置
か
れ
ま
す
。

臣
官
房
総
務
課
艮
）
、
同
（
科
学

技
術
担
当
）
・
北
川
定
謙
（
公
衆

衛
生
局
地
城
保
健
課
長
）
、
大
臣

官
房
統
計
情
報
部
艮
・
仲
村
英
一

　

（
医
務
局
国
立
病
院
課
長
）
、
医

粉
励
次
長
・
藤
田
恒
雄
（
環
境
庁

長
官
官
房
秘
書
課
長
）
、
大
臣
官

房
人
事
課
長
・
山
内
豊
徳
（
医
務

局
総
務
課
長
）
、
大
臣
官
房
総
務

課
長
・
木
戸
脩
（
公
衆
衝
生
局
企

画
課
長
）

厚
生
事
務
次
官
に
山
下
侃
臣
氏

厚
生
省
局
長
、
課
長
級
の
人
事
異
動
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行
政
改
革
に
関
す
る
第
三
次
答
申

　
　
　
　
　

基

　

本

　

答

　

申
（
要
旨
）

は
じ
め

一

一

　

我
が
国
の
行
政
を
巡
る
環
境
は
、

最
近
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
特
に
財
政
に
つ
い
て
は
、
第
一

次
答
申
提
出
時
以
上
の
危
機
的
状
況

に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第

一
次
答
申
が
必
ず
し
も
十
分
に
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
、
こ
れ
に

対
し
て
的
確
な
対
応
を
行
っ
て
き
た

と
は
到
底
い
え
な
い
。

　

「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
の
原
則

は
、
既
存
の
制
度
、
政
策
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
我
が
国
の
将
来

の
基
盤
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

の
テ
コ
と
し
て
、
引
き
続
き
堅
持
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
本
原
則
で

あ
る
。
む
し
ろ
財
政
の
危
機
的
状
況

は
、
徹
底
的
な
行
政
改
革
の
必
要
性

を
明
Ｊ
が
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
れ
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
将
来
の

活
力
あ
る
日
本
を
つ
く
り
上
げ
る
た

め
の
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

第
一
部
行
政
改
革
の
理
念

一
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
と
行

　

政
改
革
の
必
要
性
（
略
）

二
、
行
政
改
革
を
進
め
る
観
点

　

現
を
の
行
政
の
制
度
や
政
策
を
見

直
す
た
め
の
チ
エ
″
ク
ポ
イ
ン
ト
と

も
い
う
べ
き
観
点
は
、
①
変
化
へ
の

対
応
②
総
合
性
の
確
保
⑤
簡
素
化
・

効
率
化
④
信
頼
性
の
確
保
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

川
変
化
へ
の
対
応

①
民
間
に
対
す
る
指
導
・
規
制
・
傑

護
に
重
点
を
置
い
て
い
た
行
政
か

ら
、
民
間
の
盾
力
を
基
本
と
し
、
そ

の
方
向
付
け
・
調
整
・
補
完
に
重
点

を
置
く
行
政
へ
の
移
行

②
政
府
直
営
事
業
の
う
ち
、
民
間
部

門
の
発
達
に
よ
り
自
立
的
、
企
業
的

に
行
う
こ
と
が
適
切
と
な
っ
た
事
業

に
つ
い
て
の
民
営
化

③
画
一
性
を
重
視
す
る
行
政
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
部
門
の
実
情
に

応
じ
た
多
様
性
と
ゆ
と
り
を
認
め
る

行
政
へ
の
移
行

④
権
限
の
集
中
を
改
め
て
、
地
方
へ

の
分
権
化
の
重
視

⑤
国
際
的
な
相
互
依
存
関
係
の
深
ま

昭
和
5
7
年
ワ
月
3
0
日
・
臨
時
行
政
調
査
会

り
の
中
で
、
海
外
の
商
品
、
サ
ー
ビ

ス
及
び
人
材
に
対
す
る
我
が
国
の
市

場
や
組
織
の
開
放

⑥
対
外
政
策
面
で
の
受
身
の
姿
勢
を

改
め
て
、
よ
り
積
極
的
な
対
応
へ
の

転
換

⑦
一
度
合
意
し
た
決
定
や
計
画
に
過

度
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
情
熱
の

変
化
に
対
す
る
蝉
力
的
な
対
応

口
総
合
性
の
確
保
（
略
）

固
簡
素
化
・
効
率
化
（
略
）

困
信
頼
性
の
確
保
（
略
）

三
、
新
し
い
行
政
の
在
り
方

Ｏ
行
政
の
目
指
す
べ
き
目
標

　

今
後
の
我
が
国
は
、
国
際
社
会
に

お
け
る
地
位
の
向
Ｅ
に
ふ
さ
わ
し
い

積
極
的
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
激
動
す
る
国
際
社
会
の
中
で
、

国
民
と
国
家
の
安
心
と
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
外
国
に
モ
デ
ル
を
求
め
る

の
で
は
な
い
新
し
い
福
祉
社
会
を
建

設
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
社
会
の
活
力
の
維
持
が
必
須

の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

①
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
建
設

②
国
際
社
会
に
対
す
る
積
極
的
貢
献

を
今
後
の
行
政
の
目
指
す
べ
き
目
標

と
し
て
提
起
し
た
い
。

　

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
建
設
の
た

め
の
基
礎
的
条
件
と
し
て
は
。
第
一

に
、
個
人
の
主
体
性
・
自
立
性
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
人
が
社
会
的
役
割
を
十
分
に

果
た
し
て
い
け
る
よ
う
な
条
件
を
整

備
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
家
庭
や
近

隣
、
職
拗
等
に
お
い
て
連
帯
と
相
互

扶
助
が
十
分
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要

な
条
件
整
備
を
行
う
こ
と
、
第
三
は
、

行
政
の
役
割
の
見
直
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
略
）

第
二
部
行
政
改
革
の
基
本
的
方
策

第
一
章
行
政
施
策
に
関
す
る
改
革

方
策

①
本
来
、
民
間
の
自
立
・
自
助
の
活

　

動
に
待
つ
べ
き
も
の
に
対
し
、
過

　

度
に
関
与
し
て
い
る
行
政
の
縮
小

②
政
府
と
民
間
と
の
間
で
競
合
・
重

　

複
の
強
過
ぎ
る
も
の
の
民
営
化

③
市
場
経
済
活
動
へ
の
個
別
的
助

　

成
、
介
入
に
な
り
過
ぎ
て
い
る
補

　

助
金
や
許
認
可
の
廃
止
、
縮
小

④
所
得
分
配
上
問
題
に
な
る
制
度
、

　

政
策
の
是
正

⑤
受
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
し

　

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
負
担
の

　

適
正
化

⑥
そ
の
他
、
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て

　

意
義
の
薄
れ
た
も
の
の
見
直
し

１
農
業
（
略
）

２
社
会
保
障

山
基
本
的
考
え
方

ア
現
在
の
我
が
国
の
社
会
保
障
は

　

制
度
的
に
西
欧
諸
国
に
比
較
し
て

　

ほ
ほ
遜
色
の
な
い
水
串
に
達
し
て

　

い
る
が
、
内
容
的
に
は
次
の
よ
う

　

な
問
題
が
あ
る
。

①
年
金
、
医
療
の
い
ず
れ
か
の
社
会

㈲
年
金
制
度
の
改
革
等
高
齢
化
社
会

　

へ
の
対
応

ア
高
齢
者
雇
用
の
推
進

イ
年
金
制
度
の
改
革
①
公
的
年

　

金
の
公
平
化
、
安
定
強
化
確
保
す

　

る
た
め
、
被
用
者
年
金
の
統
合
を

　

図
る
等
②
将
来
の
一
元
化
を
展
望

　

し
な
が
ら
、
給
付
体
系
、
給
付
条

　

件
等
に
つ
い
て
、
制
度
間
の
不
均

　

衡
の
解
消
、
各
制
度
ご
と
の
合
理

　

化
、
給
付
水
準
の
適
正
化
、
支
給

　

開
始
年
齢
の
引
き
勉
け
と
弾
力

　

化
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
等

ウ
年
金
行
政
の
一
元
化

工
改
革
の
手
順

オ
恩
給
制
度

囚
医
原
資
適
正
化
と
医
療
保
険
制

保
険
も
い
く
つ
か
の
制
度
に
分
立

　

度
の
合
理
化
等

し
制
度
ご
と
に
内
容
に
不
均
衝
が
ア
医
療
費
の
適
正
化

あ
る
。
ま
た
、
保
険
制
度
と
し
て

　

医
療
費
支
払
方
式
の
改
革
、
医

将
来
の
財
政
基
盤
が
安
定
し
て
お

　

薬
品
の
実
勢
価
格
の
的
確
な
把
握

ら
ず
、
特
に
年
金
保
険
に
つ
い
て

　

と
そ
の
薬
価
基
準
へ
の
反
映
等
医

は
高
齢
化
と
制
度
の
成
熟
化
に
よ

　

寮
費
適
正
化
対
策
推
進
に
よ
る
、

り
現
状
の
給
付
水
準
と
負
担
の
関

　

医
療
費
総
額
抑
制

係
の
ま
ま
で
は
将
来
の
年
金
制
度
イ
医
療
保
険
制
度
の
合
理
化

　

は
危
機
的
状
況
を
迎
え
る
。

②
乱
診
乱
療
等
に
よ
る
医
療
費
の
非

　

効
率
利
用
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に

　

医
療
費
が
毎
年
巨
額
な
増
加
を
示

　

し
て
い
る
。

③
社
会
福
祉
に
つ
い
て
は
、
施
策
の

　

体
系
化
、
重
点
化
、
公
私
の
連
挑

　

と
い
っ
た
面
が
十
分
で
な
い
。

　

医
療
保
険
の
在
り
方
と
し
て
。

高
額
な
医
寮
に
つ
い
て
は
適
切
に

保
障
す
る
一
方
、
軽
費
な
医
療
に

つ
い
て
は
受
益
者
負
担
を
求
め
る

と
い
う
方
向
で
制
度
的
改
善
を
図

る
。
ま
た
、
本
人
、
家
族
間
の
格

差
の
問
題
を
含
め
給
付
率
の
見
直

し
を
行
う
。
（
以
下
省
略
）
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昭和58年度厚生省予算概算要求額(主な項目)
(単位：百万円)

項　　目 57年度予算額58年度要求額 差引増減額 鴬　　　　考

一般会計総額

在宅老人福祉対策

在宅身体障害者対策

在宅心身障害児(者)対策

母子保健対策

生活保護制度

老人保健対策の充実

医　　　　　　　療

保　健　事　業

健康づくり対策

救急医療対策

へき地医療対策

趾　病　対　策

循環器疾患対策

が　ん　　対　策

腎　不　全　対　策

脳卒中リハビリ対策

梢神衛生対策

保健衛生・
　　　医療施設等の整備
看護婦等の
賛成確保対策と処遇改善
年金給付費国庫負担金

政府管掌健康保険

健康保険組合補助

国民健康保険助成費

原爆被爆者対策

9,016,835

　　10,052

　　63.919

　　105,014

　　13,398

1,045,640

　　261,397

　　254.234

　　　7,163

　　26.561

　　15.506

　　　4,696

　　58,718

　　13.218

　　18.303

　　　8.463

　　　7,299

　　　　550

　　13.176

　　49.267

2,393.713

　556,708

　　5.464

2,203,764

　　99,148

9.170,138

　　10.815

　　68,508

　　111,052

　　14,089

1,092,459

　667, 698

　651,053

　　16,645

　　37,071

　　15,306

　　4.823

　　59.971

　　15,281

　　20,150

　　9,179

　　4.766

　　　　745

　　13,199

　　50,383

2,075.502

　593,089

　　5,559

2,338,492

　　98,429

　　153,303

　　　　763

　　　4.589

　　　6,038

　　　　691

　　46,819

　　406,301

　　396,819

　　　9,482

　　10,510

　　△200

　　　　127

　　　1.253

　　　2,063

　　　1,847

　　　　716

　△2.533

　　　　195

　　　　23

　　　1,116

△318,211

　　36､381

　　　　95

　　134,728

　　△719

増加率101.7%

福祉手当一予当額の改善については福祉年金に準ずる
特別児童扶養手当==手当額の改善一については福祉年金に準ずる

　(医療に要する費用の負担割合)

　　２都道府県‘市町村各‾lj‾

l

ｻ

・。ヵ　

]

　(一部負担金)

　外米　１月400円

　入院　１日300円

　２か月を限度。被川者保険(本人は、15,000円を限度。)

特定疾患治療研究費対象疾患
　24→25

1.年金制度の改葬内容については

　白紙要求2.老齢福祉年金の国庫負担受入額
　の平準化
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身
に
つ
ま
さ
れ
た

『
高
齢
化
社
会
・
：
』

で
、
に
や
義
母
も
い
こ
つ
か
の
病
気

で
そ
れ
ぞ
れ
病
院
通
い
を
し
て
お

り
、
．
ｙ
供
達
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

身
内
に
病
乱
か
ら
の
と
人
が
多
い

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
私
と
同
Ｉ
代

ご
苫
労
は
他
人
嘔
と
は
思
え
ず
、
「
人

が
『
人
』
ら
し
く
乍
き
ら
れ
る
吐
会
｀

に
強
い
共
鳴
を
お
ぱ
え
ま
し
た
。

全
腎
協
林
田
勝
幸

　

の
ぶ
汗
と
い
わ
れ
る
友
人
ヽ
知

　

筆
者
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

　

私
の
父
は
七
十
四
歳
、
ほ
が
六
十

八
歳
、
家
内
の
母
は
七
十
八
歳
。
附

近
、
叔
父
が
脳
血
管
障
害
の
後
遺
症

に
よ
る
長
期
の
入
院
の
未
、
亡
く
な

り
ま
し
べ
父
は
、
高
血
圧
や
痛
風

人
の
間
で
も
、
高
血
圧
や
心
臓
病
、

か
ん
、
肝
臓
病
な
ど
で
亡
く
な
っ
た

り
、
会
社
を
休
ん
で
い
る
と
い
う
消

息
を
今
ヽ
機
会
も
多
く
、
私
の
透
析

歴
も
入
年
余
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
環
境
に
あ
る
私
に
と
っ

て
、
本
謡
に
通
載
さ
れ
た
『
高
齢
叱

社
会
と
成
人
膨
』
は
文
字
通
り
身
に

つ
ま
さ
れ
る
謡
で
し
た
。
ど
の
病
気

も
大
変
さ
で
は
か
わ
り
は
な
い
の
で

す
が
、
身
近
な
体
験
か
ら
特
に
。
脳

卒
中
の
予
防
」
に
は
収
い
関
心
を
も

ち
、
紹
介
さ
れ
た
筆
肖
の
ご
家
族
の

な
眼
に
心
惹
か
れ
る

い
つ
つ
昨
年
几
月
か
ら
本
誌
に
連
載

さ
れ
た
『
高
齢
化
社
会
と
成
人
烈

を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
芯
多

忙
な
お
け
事
に
加
え
て
、
持
病
の
'
ｆ

風
”
と
闘
い
な
が
ら
執
筆
さ
れ
た
４
　
　

井
先
Ｉ
に
、
心
か
ら
敬
意
を
衣
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
や
成
人
病
を
、
医
学
の
眼
だ

全
島
協
尾
崎

　

広

　

け
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
。
安
心

ｉ
ｌ
ｔ
χ
ｌ
ｙ
』

　

鳥
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
課
題

が
、
政
治
と
国
民
生
活
の
側
か
ら
間

わ
れ
・
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
私
の
哨
る

パ
ン
セ
ｒ
＼
病
療
養
所
で
は
、
六
十
五

歳
以
ト
の
人
所
鳶
が
約
円
割
に
辻

し
、
高
齢
化
社
乙
。
蕃
、
す
で
に
。
先

ビ
り
”
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
跨
い
吟
ヽ
我
が
口
を

　　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒嘔港区新橋5－14－12

　　　　　　　　　　　　

大幸ビル２階

　　　

蛮０ろ（４５２）5514

＜全国交通労働災害対策協議会＞
〒IZI留島区西池袋１－４－５

　　　

會０ろC982) 7 5 6 1

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒161新宿区下落鳶5－15－29

　　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

営〇ろC95?"> 5 5 4 0

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒101

　

F一代田区神田北乗物町17

　　　　　　　　　　　　　　

北乗ビル

　　　

雷Ｏろf?56) 8 4 2 4

＜全国ハンセン氏病患者協議会＞

〒189東村山市青槃町４－ト‥10

　　　

≪0 4 2ろC941 15 7 1

＜全国職業性有害物障害患者協講会＞

〒105港区西新橋卜2ト５

　　　

K 0 5 C455) 2 0 8 2

＜日本患者同盟＞
〒原清瀬市松山2－1ろ－12

　　　

≪0424 C9n 0058

＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞

〒151渋谷区不駄ヶ谷１ 一一訓　５

　　　　　　　　　　　　

代々木病院内

し
て
病
気
に
も
な
れ
な
い
社
心
Ｆ
を

見
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
観
点
で
冑
か
れ

て
い
る
こ
と
に
、
毎
り
心
を
惹
か
れ

ま
し
た
。
私
の
父
も
脳
卒
中
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
脳
卒
中
・
心
臓
病
・

カ
ン
に
か
か
る
几
険
。
要
余
と
の
つ
き

八
‥
い
を
避
け
、
「
ヒ
ト
’
が
「
人
」

と
し
て
Ｉ
き
て
い
け
る
μ
の
巾
を
心

か
ら
願
吼
し
て
生
き
た
い
、
と
澗
え

思
い
ら
れ
ま
し
た

ｊ
ｊ
一
▼
夏
ら
し
い
気
分
に
な

ら
な
い
う
ち
に
、
こ
と

し
の
夏
は
ア
ご
゛
一
い
う

悶
に
終
っ
て
秋
風
が
吹

き
は
じ
め
ま
し
た
▼
日

の
た
っ
の
は
早
い
も
の

で
、
も
う
大
会
の
準
備
か
は
じ
ま
っ

て
い
ま
す
。
第
８
川
定
期
大
会
は
１
１

月
ろ
口
、
昨
年
と
同
じ
新
宿
ｎ
協
会

館
で
開
き
ま
す
▼
心
琵
・
障
Ｉ
片
い

じ
め
の
臨
調
路
線
の
も
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
闘
い
を
ど
う
す
す
め
て
い
て

か
、
１
　
分
謡
し
介
い
ま
し
ょ
う
。

山崎寿美子著

　

上製B6

　

240頁

　

定価

　

1.400円

　

送料

　　

300円
0095･998108-7427

図
書
館
協
会
指
定

で育てたのがこの記録です．子育ての中の悩みや苦し

みを追及して、薬害の恐ろしさに対する怒りに昇華さ

せ､障害児者運動へと結合させたすばらしいこの本は、

きっと子どもの人権とは何かを、私たちに教えてくれ

るでしょう、

●すいせんのことば

　

日本では人間の奇形は不幸の目じるしで、子と･もの

人権問題は不毛でした｡今年は国際障害者年です是

非社会から偏見をとり除きたいと思います山崎夫妻

は、私の尊敬する知人です偶々出逢った手のない守

ちゃんという赤ちゃんを養子にして、惜しみない愛情

　　　　　　　　　　　　　　

障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会会長矢島せい子

発行･ひまわり出版株式会社・104東京０央認17回尹跡琵
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